
令和５年度 東京都小学校体育研究会 夏季合同研究会 

多様な動きをつくる運動（遊び）領域部会 
 

東京都小学校体育研究会 研究主題 

 

 

 
 

本部会の HPはこちらからアクセス！→ 

「互いに学び合い、 

自らの学びを深めていく体育学習」 

【実証授業】 

日 時 令和５年 11月 21日（火）13時 45分開始 

場 所 墨田区立菊川小学校 

（最寄駅：ＪＲ総武線・錦糸町駅徒歩 15 分 都営新宿線・菊川駅徒歩７分） 

授 業 体つくり運動「多様な動きをつくる運動遊び」 

授業者 第１学年１組 村上 太基教諭 
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１ 「『個別最適な学び』と『協働的な学び』の一体的な充実」の捉え方 
（１）多様な動きをつくる運動（遊び）部会における研究主題の捉え方 

 
（２）「個別最適な学び」と「協働的な学び」の姿の図 

  

多様な動きをつくる運動（遊び）の特性から、学習中は個別の学習課題に取り組む姿が多く見られ

る。それぞれの子供の「運動欲求」が充足すると、子供は周りに目を向け始める。そこに、教師が働

きかけることで、友達との関わり（協働的に学ぶこと）に価値があると気付かせてあげることが大切

であると考える。 

 

「互いに学び合う」  …一緒に運動する 友達のまねをする 自分の考えを伝える 

 

「自らの学習を深める」…やりたいことを見付け、自分なりの解決方法を見いだす 

既習の知識や技能を生かす（学びの引き出しを増やす） 

自分から楽しさを生み出すことができる 

個別最適な学び 

他者への気付き・友達への興味 

楽しく・夢中に 

次への期待 試行錯誤 

実感・達成感 

動きの洗練化 動きの多様化 

一緒に運動する 

協働的な学び 

個の運動欲求が 
充足すると 
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（３）協働的な学びの具体的な姿 

 

 

＜今年度の多様な動きをつくる運動（遊び）部会の研究の構想＞ 

  

 

・友達の動きを見る 

・友達の動きに興味をもつ 

○多様化のために（動きのバリエーションを広げる） 

・自分とは違う行い方をしてい

る友達の動きを見て、まねし

てやってみる 

・友達と話し合って、新たな行

い方を見付ける 

○洗練化のために（動きの質を高める） 

 

 

 

・上手な友達を見付けてまねする 

・こつを聞く 

（助言に耳をかたむける） 

・こつのやり取りをする 

→別の友達に伝える 

○友達と一緒に運動する 

・同じ遊びをする 

・動きをシンクロさせる 

・複数人で一つの動きをする（短なわの二人跳び等） 

上記の具体的な姿をもとにして、子供の現状を把握し、本時のねらいや重点を決めることが

重要である。（それが学習過程） 

教師の働きかけ 

③子供の学びの姿に応じた 

学習過程 

☆は昨年度までの研究内容を参照 

深い学び 

①問いの言葉がけ 

①つなぐ言葉がけ 

②運動（遊び）を通した

友達との関わり 

☆問いの言葉がけ 

・学習課題を見いだす 

・学習課題を解決する 

・振り返る 

②運動（遊び）との 

出会い 

・できるが増える ・もっとできる ・楽しい 
・できるようになるための学び方が分かる 
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２ 研究の手立て 
（１）協働的な学びを促す「問いの言葉がけ」＋子供同士の対話を促す「つなぐ言葉がけ」 

 
 

（２）運動（遊び）との出会い＋運動（遊び）を通した友達との関わり 

① 運動（遊び）との出会い 

 
〇簡単、誰でもすぐにできる 

→説明がいらない！（もしくは端的な指示） 

〇勝敗にこだわらない 

〇子供がアレンジできる！（動きや行い方） 

 
 

「シン・運動遊び例集」 
 

② 運動（遊び）を通した友達との関わり 

〇友達と関わる機会をつくる 

「一緒にやる」「一緒に選ぶ、決める」「いろんな友達とやってみる」と友達と関わるこ

との価値に気付けるように、教師対子供全員→ペア→グループのように友達と関わる機会

を意図的に設定する。 

 
※運動遊びを豊かに広げていくための大切な流れ 

 

〇友達の動きを見る、まねをする、取り入れる 

運動遊びの中にも、上手な動き（動きのこつをつかんでいる）がある。教師はその動き

を見逃さず、絶え間ない称賛と共有を通して、協働的な学びの素地を培っていくことが大

切である。  

協働的な学びを促す「問いの言葉がけ」 

〇粘り強く取り組んでいるが、こつへの気付き

が不十分 

→「上手にできている友達はいるかな？」 

〇行い方を広げようとしている 

→「まねしてみたい動きはあるかな？」 

 

子供同士の対話を促す「つなぐ言葉がけ」 

〇人数の工夫をしたり、動きを洗練化したりし

ようと試行錯誤している 

→「○○さんも同じ動きをしていたよ。こつ

を聞いてみよう」 

〇動きや思考が停滞している 

→「○○さんの動きがおもしろそうだけれ

ど、やってみない？」 

☆子供の「やってみたい」（運動欲求）に火を点ける 

＝楽しい！夢中になれる！ 

 

個 ペア グループ 

※H29,H30,R1,R4実証授業資料参照 
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ねらい 

やってみる 

学びを 

価値付ける 

もう一度 

やってみる 

振り返る 

ねらい 

やってみる 

学びを 

価値付ける 

もう一度 

やってみる 

振り返る 

ねらい 

やってみる 

学びを 

価値付ける 

もう一度 

やってみる 

振り返る 

ねらい 

やってみる 

学びを 

価値付ける 

もう一度 

やってみる 

振り返る 

（３）子供の学びの姿に応じた学習過程の変容 

＜自ら学びを深めるための学習の流れ＞ 

・単元の構成（前半 10〜15分にバランス・移動・力試しの運動、後半 20〜25分で用具操作とい

う組み合わせを４〜５時間の小単元で構成する。具体的な内容の配列は過去の単元の指導計画を

参照） 

・一単位時間の流れ（やってみる→学びを価値付ける→もう一度やってみる→振り返る） 

 

＜子供の学びの姿に応じた学習過程の変容＞ 

まず、子供の実態や運動経験等をもとに①〜③の流れで授業案を作成する。 

次に、実際の授業での子供の学習状況などを踏まえて、次時のねらいが実態に沿っているかを吟

味し、修正・改善をする。 

 

①小単元でどのような運動（遊び）を扱うか考える 

②４〜５時間のねらいを考える 

③毎時間のねらいに沿った主発問や価値付けたい内容を考える 

 

④毎時間の授業後に、子供の学習状況、学習カードの記述などから次の時間のねらいを吟味する 

→単元の目標から外れない範囲で修正・改善 

  

 

準備運動 

バランス 

移動 

力試し 

10～15分 

用具操作 

・ボール 

・フープ 

・短なわ 

20～25分 

振り返り 

 

１ ２ ３ ４ 

    

    

    

 

単元を通して… 

・少しずつ運動（遊び）の数を増やす 

・個の運動（遊び）からペア、グループの運動（遊び）

へ 

子供の実態に 

よって変更可 

その時間の 

ねらいは？ 

どんな言葉がけを 

する？ 

何を子供に 

共有する？ 

ねらいに沿った

振り返り 

どんな姿が、 

出てくるかな？ 
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３ 実証授業（12／19） 
（１）本時のねらい 

○より楽しく運動遊びができるように、行い方を工夫したり、友達の動きを見て、自分がまねし

たい跳び方を見付けたりすることができるようにする。【思考力,判断力,表現力等】 

（２）本時の展開 

学習内容・活動 ○教師のかかわり ◎配慮子供への支援 □評価（方法） 

１ 準備運動をする。 ○曲に合わせて体を動かし、心と体のスイッ

チオンができるようにする。 

 

２ 「体のバランスをとる運

動遊び」、「体を移動する運

動遊び」に取り組む。 

「５歩鬼」「陣取りじゃんけ

ん」「人工衛星」 

○「いつでも・どこでも・だれとでも」を合言葉に友

達と一緒に運動している子供を称賛する。 

○説明は端的に、どんどん活動に取り組む。 

○「５歩鬼」では、４歩目で大きく踏み切る

こと、５歩目でピタッと止まるように言葉

かけをする。 

○「陣取りじゃんけん」では、他のグループ

とぶつからないように安全なスペースを見

付けているグループを称賛する。 

○「人工衛星」では、安全面から手首をつか

むことを子供に伝え続ける。 

◎友達に目を向けられるように、上手な動き

をまねすることを伝えたり、動きのポイン

トについて具体的に助言したりする。 

 

 

 

 

３ 「用具を操作する運動遊

び」に取り組む。（短なわ） 

 

 

 

 

〈やってみる時間〉 

↓ 

〈学びを価値付ける時間〉 

↓ 

〈もう一度やってみる時間〉 

※子供の学習状況によってこ

のサイクルを繰り返す。 

○前時の子供の振り返りから、本時のねらい

に沿った発問を行う。 

〈やってみる時間〉 

○友達の動きを見たり、まねしたりしている

子供を称賛する。 

◎いろいろな跳び方に取り組めるように、具

体的な跳び方を提案したり、友達の跳び方

を紹介したりする。 

〈学びを価値付ける時間〉 

○本時のねらいに沿った子供の姿を紹介し、

全体に共有する。 

○子供の動きのこつはオノマトペを使って共

有する。 

⇒ドンドンではなくて、つま先でトントン

跳ぶよ。 

〈もう一度やってみる時間〉 

○振り返りを生かせるように、もう一度やっ

てみる時間を確保する。 

○共有した姿を見取り、子供を称賛する。 

◎全体で共有したことについて、個別に確認

する。 

□より楽しく運動

遊びができるよ

うに、行い方を

工夫したり、友

達の動きを見

て、自分がまね

したい跳び方

を見付けたり

している。 

【思考・判断・表現】 

（観察・発言・学習

カード） 

４ 片付け・整理運動をする。 

５ 振り返りをする。 

 

○本時のねらいに沿った振り返りになるよう

に、本時の発問をもう一度確認する。 

◎学習カードへの記入が難しい子供には、取

り組んだことを個別に聞く。 

 

  

『どんな跳び方があるかな？』 

・こんな跳び方をやってみた 

・○○さんはこんな跳び方をしていた 
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４ シン・運動遊び例集 
新しい運動遊びを紹介するだけでなく、実際に先生方が授業の中で活用することができるように、

「バランス」「移動」「力試し」の運動遊びを視覚的にも分かりやすくなるよう制作している。本部会

の重点である「問いの言葉がけ」も併せて示しているので、たくさんの方にご活用いただきたい。下

記のものは、例示の一つである。 

 

バランス 移動 力試し

１ 人 工 衛 星   
＜ポイント＞ 
 ○腰を落とす            
 ○足を開いて力を入れる          
人数：５〜６人  時間：５分程度 

回らないでジャンプする 反対に回る 

称賛 

・腰をぐっと落として

いていいね！ 

・すごい！ 

動かないね！ 

助・支 

・膝をぐっと曲げてみよう。 

・「人工衛星」と元気よく歌おう。 

問い 

・どうやったら

動かない？ 

・足は？腰は？ 

安全 

・手が離れないように手首と手首をつかもう。 

・倒れそうなときは無理せず一歩前に出よう。 

 回る 

人工衛星 
人工衛星 止〜まれ！ 



 

 

H28 実証授業資料 

〈多様な動きをつくる運動（遊び）領域部会へのご参加をお待ちしています！〉 

本部会では、子供たちが「楽しく基本的な動きを身に付ける」ことができるように、遊びを開発したり、

授業改善を行ったりしています。いつでも新規部員を募集しています。ぜひ、一緒に研究をしませんか？ 

 

【多様な動きをつくる運動（遊び）指導資料】 

これまでの研究で作成した資料をダウンロードすることができます。授業に必要なものをダウンロ

ードして、ご活用ください。 

・「宝の地図（H28）」 ・「ランドの地図（R4）」 

・「ひと目でわかる！イラスト版学習過程（R3）」 

※教師と子供の授業中のやりとりを視覚化した

ものです。一単位時間の流れを「問いの言葉

がけ」を活用して示しています。 

 

・「価値付けガイド」 

※授業前や授業後に価値付けることの把握し、

「動きのこつ」を理解するためのものです。 

※動きのこつは、「子供の声」から集めました。 

 

・「授業ヒントシート」 （令和元年度改訂） 

※授業の振り返り、学級全体の子供の学習状況の把

握をし、「よい動き」を理解するためのものです。 

 

 

・「言葉がけ動き例集」 

※例示の動きや始めに取り組む動きができている子

供を見付け、どのように教師が子供に言葉がけを

行っていくのかを理解するためのものです。 

 

・「運動遊び例集（H26）」 

※教師の言葉がけの例や動きの工夫の例から、どの

ように「運動遊び」に取り組むとよいのかを理解

するためのものです。 

 

・「運動遊び例集（H25）全国大会編」 

※教師の言葉がけの例や動きの工夫の例から、どの

ように「運動遊び」に取り組むとよいのかを理解

するためのものです。 

 

・研究内容「実証授業資料（H28～R4）」 

※部会の研究内容をまとめたものとなります。研究 

の経過や継続している内容などもご覧いただけます。 

多様部会HPで、授業資料をUPしています。 東京都小学校体育研究会 多様 検索 

学び方編 動きのこつ・行い方の工夫編 

授業ヒントシート 

H29 実証授業資料 

R1 実証授業資料 

言葉掛け動き例集 

H26 運動遊び例集 

H25 運動遊び例集 

H30 実証授業資料 

ひと目でわかる！イラスト版学習過程 

R3 実証授業資料 

H28 宝の地図 

R4 実証授業資料 

R4 ランドの地図 


